
ヴェルディ作曲 オペラ「アイーダ」より 凱旋の行進曲～栄光をエジプトに 

 

アイーダというのは、エチオピアの王の娘の名前。エジプト軍にとらえられ捕虜となってい

る。時は、ファラオが権力を持っていた時代。場所は、エジプトのメンフィスとテーベ。 

エチオピアの大軍がエジプト国境を越えて侵入してきたとの報告を受け、エジプト軍の大

将に選ばれた若き兵士、ラメダスが戦争に行き、勝利をあげて帰ってくる。その勝利の凱旋

を一目見ようと民衆が集まり大合唱となる。 

 

２５小節は調号どおり変ホ長調。 

３３小節の 1 拍目と 2 拍目の間でブレス。 

４４小節から少しずつテンポを速く。 

５１小節の 1 拍目と 2 拍目の間でブレス。 

《５４小節からテンポは元に戻る。》 

６５小節のアウフタクトから変ト長調に転調。 

６７小節から変ホ長調に戻る。 

７１小節からの男声合唱は変ハ長調。 

８７小節から再び変ホ長調に戻る。この８７小節は、上から Sop. Alt. T1. B1. T2. B2 とな

るので注意してください。 

P.１３の１３５小節は、上から Sop. Alt. T1. B1 

１３６小節から T2. B2 が加わる。 

Ｐ.１４の１４５小節から、上段が T1. T2.  下段が B1. B2 となる。 

《テンポは、より活気をもって》 

１５１小節は上から、Sop. Alt. T1. B1. T2. B2 となる。 

《１６１小節からテンポはもとにもどる》 

 

P.２０の１８３小節の 2 拍目から、カットの部分 

上から 3 段目と 4 段目を 185 小節までカット。 

P.２１の１８６小節から１９３小節まで、上から 3 段目、4 段目、5 段をカット。 

P.２０の１８３小節の 2 拍目から、上から Sop. Alt. T1. T2. B1. B2.となるので要注意。 

この形で最後まで演奏します。 

 

 

 

 

 



音の確認 

８８小節の B2 は 2 部に分かれていますが。上のみに。 

１５３小節の T2 は 2 部に分かれていますが、下のみ。 

１５４小節の T2 は上のみで１５６小節まで。 

１５６小節の B2 は上のみに。 

１５８小節の T1 は 2 部に分かれていますが、上のみで１５９小節まで。 

１５８小節の T2 は 2 部に分かれていますが、下のみで１５９小節まで。 

 

発音上の注意 

３２小節の T は、3 拍目で “ge” を発音します。 

４６小節の Sop.の４拍目は、付点８分音符で “ニア” と発音し、次の１６分音符で “アル” 

と発音します。４７小節も同様です。 

５２小節の Sop.の４拍目は、付点８分音符で “ｽﾞィア” と発音し、次の１６分音符で 

 “アル“ と発音します。 

５６小節の Sop.の 3 拍目の裏の８分音符で ”アウ“ と発音します。 

６１小節の Alt.の４拍目は、タイが生かされ、“ミウン” と４分音符で歌います。 

７３小節の Bas.は “リアールビートリース” と発音します。 

１３８小節の S, A, T1, B1 の noi の i は 3 拍目で発音します。 

１６２小節の最初は、“リエー” で伸ばしますが。その小節の最後の８分音符で “エル” 

と言い直します。 

８０小節の T1 と１６８小節の男声は、 gra/zie/a/gli/ と 1 拍ずつシラブルを入れています

が、これを gra/-/ziea/gli/ と直してください。（１７６小節のと同じにします） 

１７２小節の女声の noi の i は 3 拍目の 2 部音符で発音します。 

１９３小節の男声の 1 拍目に ei と発音しなおします。 


